
議案第９号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　幼稚園教育職員の給与の減額を免除することのできる場合の基準に関する規則の

一部を改正する規則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　総務省より「新型コロナウイルス感染拡大防止において出勤することが著しく困
難であると認められる場合の休暇の取扱いについて」が通知されたことに伴い、関
連規則の規定整備を行う必要がある。
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幼稚園教育職員の給与の減額を免除することのできる場合の基準に関する規 

則の一部を改正する規則（案） 

幼稚園教育職員の給与の減額を免除することのできる場合の基準に関する規則

（平成１２年墨田区教育委員会規則第１０号）の一部を次の表のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

別表 〔同左〕 

 
原因 

承認を与える日

又は時間 

  
原因 

承認を与える日

又は時間 

 

 １ 感染症の予防及び

感染症の患者に対す

る医療に関する法律

（平成１０年法律第

１１４号）及びこれ

に基づく政令等によ

る就業制限、交通の

制限若しくは遮断若

しくは感染を防止す

るための協力又は検

疫法（昭和２６年法

律第２０１号）によ

る停留 

その都度必要と

認める日又は時

間 

  １ 感染症の予防及び

感染症の患者に対す

る医療に関する法律

（平成１０年法律第

１１４号）による交

通の制限又は遮断 

その都度必要と

認める日又は時

間 

 

 ２～１４ 〔略〕    ２～１４ 〔略〕   

  （備考） 〔略〕   （備考） 〔略〕 

付 則 

この規則は、公布の日から施行し、任命権者が職員の給与の減額を免除することができる

場合の基準の一部を改正する規則（令和２年特別区人事委員会規則第２号）の施行の日から

適用する。 
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議案第１０号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　墨田区立小中学校の管理運営に関する規則を一部改正する規則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　小中学校における事務の共同実施に伴い、関連規則の規定整備を行う必要があ
る。
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墨田区立小中学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則（案） 

墨田区立小中学校の管理運営に関する規則（昭和５３年墨田区教育委員会規則第

６号）の一部を次の表のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

 （事務の共同実施）   

第１１条の７ 小中学校の事務の一部を

共同して実施するため、小中学校に共

同事務室を置くことができる。 

〔新規〕 

付 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第１１号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　幼稚園教育職員の宿日直手当支給規程の一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　特別区人事委員会勧告及び幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部改正に伴
い、関係規則の一部改正を行う必要がある。
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墨田区教育委員会訓令第１号 

教育委員会事務局   

区 立 幼 稚 園   

幼稚園教育職員の宿日直手当支給規程（平成１２年墨田区教育委員会訓令第７号）

の一部を次の表のように改正する。 

令和２年３月  日 

墨田区教育委員会教育長  加藤 裕之    

 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

別表 別表 

単位 勤務時間 支給額 

１回に

つき 

５時間以上の

場合 

６，２００円

５時間未満の

場合 

３，１００円

 

単位 勤務時間 支給額 

１回に

つき 

５時間以上の

場合 

６，０００円

５時間未満の

場合 

３，０００円

 

付 則 

 この訓令は、令和２年４月１日以後の宿日直勤務（同日前から引き続くものを除く。）

について適用する。 
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令和元年度給与改定を踏まえた宿日直手当の改定の考え方について 

 

 宿日直手当については、毎年給与改定時において見直すこととされており、給与改定を反映させ

た令和２年１月分の支給実績額で算出したところ、現行額はその額を下回る額となった。 

 なお、宿日直手当は、幼稚園教育職員の給与に関する条例第２２条第３項において８，７００円

を超えない範囲内において定めることとされ、宿日直手当支給規程において支給額等を定めている。 

 

算出結果 

⑴ 幼稚園教育職員 

  ア ５時間以上勤務の場合  ６，２００円（現行６，０００円） 

総数２１名(R2.1.1 現在 育休者３名を除く。)  

職員２１名の給料総額           ６，３５２，８００円 平均月額３０２，５１４円 

〃  義務教育等教員特別手当        ４９，６６０円   〃   ２，３６４円 

<平均給料月額・地域手当> <各手当平均月額> <年間> 

（302,514 円×1.20＋2,364 円）× 12 ヶ月     １ 

    52 週 × 5 日 － 22 日        ３ 

      ＜年間＞ ＜週勤務日数＞ ＜年間休日数＞ 

                                    

宿日直手当はこの額を下回らないものとする。 

百円未満を切り上げると現行額が下回るため、改正 

が必要。 

 

  イ ５時間未満勤務の場合  ３，１００円（現行３，０００円） 

    ５時間以上勤務の場合の１/２とする。 6,200÷2＝3,100 

 

 
（注）算出方法は、昭和 63 年３月 14 日付労働省労働基準局長発「労働基準法関係解釈例規について」（基発第 150

号）において、「同種労働者賃金の 1日平均額の１/３」宿直勤務 1回についての宿直手当（深夜割増賃金を含む。）

又は日直勤務 1 回についての日直手当の最低額は当該事業場において宿直又は日直の勤務に就くことの予定されて

いる同種の労働者に対して支払われている賃金（法第 37 条の割増賃金の基礎となる賃金に限る。）の 1 人 1 日平

均額の 3分の 1を下らないものであること。」とされていることによる。 

 

 

 

× ≒ 6,141 
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議案第１２号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　特別区人事委員会勧告及び幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部改正に伴
い、関係規則の一部改正を行う必要がある。
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幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部を改正する規則（案） 

幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則（平成１２年墨田区教育委員会規則第１５

号）の一部を次の表のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（支給割合） 

第４条 条例第３０条第２項の教育委

員会規則で定める支給割合は、次の各

号に掲げる職員の区分に応じ当該各

号に定める割合に勤務期間における

その者の別表第１左欄に掲げる欠勤

等日数の区分に応じ同表右欄に定め

る割合を乗じて得た割合に次項に規

定する成績率を乗じて得た割合とす

る。 

 〔同左〕 

第４条 〔同左〕 

⑴ 法第２８条の４第１項、第２８条

の５第１項又は第２８条の６第１

項若しくは第２項の規定により採

用された職員（以下「再任用職員」

という。）以外の職員 １００分の

１０２．５（条例第９条の規定によ

り管理職手当の支給を受ける職員

にあっては１００分の１２２．５） 

⑴ 法第２８条の４第１項、第２８条

の５第１項又は第２８条の６第１

項若しくは第２項の規定により採

用された職員（以下「再任用職員」

という。）以外の職員 １００分の

１１０（条例第９条の規定により管

理職手当の支給を受ける職員にあ

っては１００分の１３０） 

⑵ 再任用職員 １００分の５０（条

例第９条の規定により管理職手当

の支給を受ける職員にあっては 

１００分の６０） 

⑵ 再任用職員 １００分の５５（条

例第９条の規定により管理職手当

の支給を受ける職員にあっては 

１００分の６５） 

２・３ 〔略〕 ２・３ 〔略〕 

付 則  

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第１３号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部 

を改正する規則（案） 

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則（平成１２年墨田

区教育委員会規則第７号）の一部を次の表のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（年次有給休暇の付与） 〔同左〕 

第１３条 〔略〕 第１３条 〔略〕 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

３ 会計年度任用職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する規則（令和２年墨田区規則第

３号）の適用を受けていた会計年度任用職

員が引き続いてこの規則の適用を受ける場

合における当該職員のその年度の年次有給

休暇の日数は、この規則の適用を受けるこ

ととなる日の前日に使用することができる

日数のうちその年度に付与されたものに、

この規則の適用を受けることとなった月に

応じ、別表第１に定める日数を加えたもの

とする。 

  〔新設〕 

（年次有給休暇の繰越し） 〔同左〕 
第１４条 条例第１４条第１項及び第２項に

規定する年次有給休暇の日数のうち、その

年度に使用しなかった日数がある場合は、

２０日を限度に翌年度に限りこれを繰り越

すことができる。ただし、前年度における

勤務実績（１の年度における総日数から週

休日の日数を減じた日数に対する勤務した

日数の割合をいう。第１５条を除き、以下

同じ。）が８割に満たない職員については、

この限りでない。 

第１４条 条例第１４条第１項及び第２項に

規定する年次有給休暇の日数のうち、その

年度に使用しなかった日数がある場合は、

２０日を限度に翌年度に限りこれを繰り越

すことができる。ただし、前年度における

勤務実績（１の年度における総日数から週

休日の日数を減じた日数に対する勤務した

日数の割合をいう。以下同じ。）が８割に

満たない職員については、この限りでない。 

２～４ 〔略〕 ２～４ 〔略〕 

（育児短時間勤務職員等に関する年次有給

休暇の特例） 

〔同左〕 

第１４条の２ 〔略〕 第１４条の２ 〔略〕 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

３ 第１３条第３項に規定する職員であっ   〔新設〕 
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て、この規則の適用を受けることとなる日

から育児短時間勤務を始めるもののその年

度の年次有給休暇の日数は、同項の規定に

かかわらず、この規則の適用を受けること

となる日の前日に使用することができる日

数のうちその年度に付与されたものに、別

表第２の２に定める日数を加えたものとす

る。 

（臨時的に任用された職員の年次有給休

暇） 

〔同左〕 

第１５条 条例第１４条第５項に規定する臨

時的に任用された職員の任用期間中の年次

有給休暇は、当該任用の時点において付与

するものとし、その日数は、別表第３に定

める日数とする。 

第１５条 条例第１４条第５項に規定する臨

時的に任用された職員の任用期間中の年次

有給休暇は、別表第３のとおりとする。 

２ 前項又は本項の規定による年次有給休暇

を付与されたのち、引き続き臨時的に任用

され、又は任用期間が更新され、かつ、前

項の規定による任用の日から当該引き続き

臨時的に任用されたときの任期又は任用期

間が更新されたときの任用期間の末日まで

の期間が１年以下である場合の年次有給休

暇は、当該引き続き臨時的に任用され、又

は任用期間が更新された時点において付与

するものとし、その日数は、同項の規定に

よる任用の日から当該引き続き臨時的に任

用されたときの任期又は任用期間が更新さ

れたときの任用期間の末日までを任用期間

とした場合における別表第３に定める年次

有給休暇の日数から既に付与された年次有

給休暇の日数を減じた日数とする。 

２ 前項に規定する年次有給休暇は、職員が

引き続き任用された場合においても、繰り

越さない。 

３ 前２項又は次項の規定による年次有給休

暇を付与されたのち、引き続き臨時的に任

用され、又は任用期間が更新され、かつ、

当該引き続き臨時的に任用され、又は任用

期間が更新された日が、第１項の規定によ

る任用の日から起算して１年を経過した日

以後である場合の年次有給休暇は、同日及

び毎年同日に応当する日（応当する日がな

い場合には、その前日）（以下「応当日等

の日」という。）の時点において付与する

ものとし、その日数は、２０日とする。 

  〔新設〕 

13-3



４ 第１項又は第２項の規定による年次有給

休暇を付与されたのち、引き続き臨時的に

任用され、又は任用期間が更新され、かつ、

当該引き続き臨時的に任用され、又は任用

期間が更新された日が、第１項の規定によ

る任用の日から起算して１年を経過した日

前であって、同項の規定による任用の日か

ら当該引き続き臨時的に任用されたときの

任期又は任用期間が更新されたときの任用

期間の末日までの期間が１年を超える場合

の年次有給休暇は、次の各号に掲げる時点

において、当該各号に定める日数を付与す

るものとする。 

  〔新設〕 

⑴ 当該引き続き臨時的に任用され、又は

任用期間が更新された時点 ２０日から

既に付与された年次有給休暇の日数を減

じた日数 

 

⑵ 当該引き続き臨時的に任用されたとき

の任期又は任用期間が更新されたときの

任用期間における応当日等の日の時点 

２０日 

 

５ 前各項に規定する年次有給休暇の日数の

うち、応当日等の日前１年の間に使用しな

かった日数があるときは、２０日を限度に

当該応当日等の日以後１年に限りこれを繰

り越すことができる。ただし、応当日等の

日前１年における勤務実績（第１項の規定

による任用の日又は応当日等の日から起算

して１年を経過する日までの間における総

日数から週休日の日数を減じた日数に対す

る勤務した日数の割合をいう。以下この条

において同じ。）が８割に満たない臨時的

に任用された職員については、この限りで

ない。 

  〔新設〕 
 

６ 勤務実績を算定する場合において、勤務

した日数とみなす期間については、第１４

条第４項の規定を準用する。 

  〔新設〕 
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別表第３ 

任用 

期間 

１

月

以

上

２

月

未

満 

 

２

月

以

上

３

月

未

満 

 

３

月

以

上

４

月

未

満 

 

４

月

以

上

５

月

未

満 

 

５

月

以

上

６

月

未

満 

 

６

月

以

上

７

月

未

満 

 

７

月

以

上

８

月

未

満 

 

８

月

以

上

９

月

未

満 

 

９

月

以

上

１

０

月

未

満 

 

１

０

月

以

上

１

１

月

未

満 

 

１

１

月

以

上

１

２

月

未

満 

 

１

２

月 

 

日数 ２

日 

３

日 

５

日 

７

日 

８

日 

１

０

日 

１

２

日 

１

３

日 

１

５

日 

１

７

日 

１

８

日 

２

０

日 
 

別表第３ 

任用 

期間 

１

月

以

上

２

月

未

満 

 

２

月

以

上

３

月

未

満 

 

３

月

以

上

４

月

未

満 

 

４

月

以

上

５

月

未

満 

 

５

月

以

上

６

月

未

満 

 

６

月

以

上

７

月

未

満 

 

７

月

以

上

８

月

未

満 

 

８

月

以

上

９

月

未

満 

 

９

月

以

上

１

０

月

未

満 

 

１

０

月

以

上

１

１

月

未

満 

 

１

１

月

以

上

１

２

月

未

満 

 

日数 ２

日 

３

日 

５

日 

７

日 

８

日 

１

０

日 

１

２

日 

１

３

日 

１

５

日 

１

７

日 

１

８

日 
 

   付 則 

 この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第１４号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則の一部を改正する規則（案） 

幼稚園教育職員の給与に関する条例施行規則（平成１２年墨田区教育委員会規則第

８号）の一部を次の表のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

第１１条 条例第１８条第１項の教育委員会

規則で定める日数は、次の各号に掲げる休

暇について、当該各号に定める日数とする。 

第１１条 〔同左〕 

⑴ 病気休暇 １回について、引き続く

９０日 

⑴ 〔同左〕 

⑵ 生理休暇 １回について、引き続く

２日 

⑵ 〔同左〕 

 ２ 前項の規定にかかわらず、臨時的に任用

された職員が病気休暇を承認され勤務しな

いときは、条例第１８条に規定する給与の

減額を行う。 

付 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第１５号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部を改正する規則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。

15-1



幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部を改正する規則（案） 

幼稚園教育職員の期末手当に関する規則（平成１２年墨田区教育委員会規則第１４

号）の一部を次の表のように改正する。 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（支給対象外職員） 〔同左〕 

第２条 〔略〕 第２条 〔略〕 

２ 条例第２７条第１項後段の教育委員会規

則で定める職員は、次に掲げる者とする。 

２ 〔同左〕 

⑴～⑷ 〔略〕 ⑴～⑷ 〔略〕 

⑷の２ 退職後引き続いて会計年度任用職

員の給与及び費用弁償に関する条例（令

和元年墨田区条例第１３号）の適用を受

けることとなった者 

〔新設〕 

⑸ 〔略〕 ⑸ 〔略〕 

（欠勤等日数） 〔同左〕 

第５条 前条の欠勤等日数は、在職期間中の

次に掲げる期間（第５項の規定の適用を受

けるものを除く。以下「欠勤等の期間」と

いう。）ごとに当該欠勤等の期間から幼稚

園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関

する条例（平成１２年墨田区条例第１９

号。以下「勤務時間条例」という。）第４

条及び第５条の規定による週休日、勤務時

間条例第１１条及び第１２条の規定による

休日並びに勤務時間条例第１３条第１項の

規定により指定された代休日（以下「週休

日等」という。）を除いた日における勤務

時間条例の規定による１日の正規の勤務時

間（以下「１日の正規の勤務時間」とい

う。）について勤務しない時間を合計した

時間を７時間４５分をもって１日（第１号

から第３号まで及び第６号から第９号まで

に掲げる期間にあっては、２分の１日とす

る。）として換算した日数（１日（第１号

から第３号まで及び第６号から第９号まで

に掲げる期間にあっては、２分の１日とす

る。）未満の端数の時間があるときは、こ

第５条 前条の欠勤等日数は、在職期間中の

次に掲げる期間（第５項の規定の適用を受

けるものを除く。以下「欠勤等の期間」と

いう。）ごとに当該欠勤等の期間から幼稚

園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関

する条例（平成１２年墨田区条例第１９

号。以下「勤務時間条例」という。）第４

条及び第５条の規定による週休日、勤務時

間条例第１１条及び第１２条の規定による

休日並びに勤務時間条例第１３条第１項の

規定により指定された代休日（以下「週休

日等」という。）を除いた日における勤務

時間条例の規定による１日の正規の勤務時

間（以下「１日の正規の勤務時間」とい

う。）について勤務しない時間を合計した

時間を７時間４５分をもって１日（第１号

から第３号まで及び第６号から第９号まで

に掲げる期間にあっては、２分の１日とす

る。）として換算した日数（１日（第１号

から第３号まで及び第６号から第９号まで

に掲げる期間にあっては、２分の１日とす

る。）未満の端数の時間があるときは、こ
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れを切り捨てた日数とする。）を合計した

日数とする。 

れを切り捨てた日数とする。）を合計した

日数とする。 

⑴～⑼ 〔略〕 ⑴～⑼ 〔略〕 

⑽ 職免条例第２条の規定により職務に専

念する義務を免除され、かつ、減免基準

第２条に規定する承認を受けていない期

間（団体派遣期間、講演等を行った期間

又は職免規則第２条第１項第７号に掲げ

る場合に該当し職務に専念する義務を免

除され、妊娠中若しくは出産後の症状等

に対応する措置として休養を要した期間

を除く。） 

⑽ 職免条例第２条の規定により職務に専

念する義務を免除され、かつ、減免基準

第２条に規定する承認を受けていない期

間（団体派遣期間又は講演等を行った期

間を除く。） 

⑾ 〔略〕 ⑾ 〔略〕 

２～５ 〔略〕 ２～５ 〔略〕 

（給与月額の意義） 〔同左〕 

第１０条 条例第２７条第２項及びこの規則

において、職員の給与月額とは、次に掲げ

るものを除き、当該職員の基準日における

給料及び扶養手当並びにこれらに対する地

域手当の月額の合計額をいう。 

第１０条 〔同左〕 

 ⑴ 〔略〕  ⑴ 〔略〕 

⑵ 基準日前１月以内に退職し、又は死亡

した職員については、退職し、又は死亡

した日の前日における給料及び扶養手当

並びにこれらに対する地域手当の月額の

合計額 

⑵ 基準日前１か月以内に退職し、又は死

亡した職員については、退職し、又は死

亡した日の前日における給料及び扶養手

当並びにこれらに対する地域手当の月額

の合計額 

⑶～⑺ 〔略〕 ⑶～⑺ 〔略〕 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

（職務段階等に応じた加算の対象職員及び

加算割合） 

〔同左〕 

第１１条 条例第２７条第４項の教育委員会

規則で定める職員の区分は、基準日（基準

日前１月以内に退職し、又は死亡した職員

については、退職し、又は死亡した日の前

日。以下「基準日等」という。）における

別表第２左欄に掲げる職員の区分とし、同

項の教育委員会規則で定める割合は、同表

左欄に掲げる職員の区分に応じて同表右欄

に定める割合とする。 

第１１条 条例第２７条第４項の教育委員会

規則で定める職員の区分は、基準日（基準

日前１か月以内に退職し、又は死亡した職

員については、退職し、又は死亡した日の

前日。以下「基準日等」という。）におけ

る別表第２左欄に掲げる職員の区分とし、

同項の教育委員会規則で定める割合は、同

表左欄に掲げる職員の区分に応じて同表右

欄に定める割合とする。 

（給料月額及び地域手当の意義） 〔同左〕 
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第１２条 条例第２７条第４項の給料月額及

びこれに対する地域手当の月額の合計額と

は、次に掲げるものを除き、当該職員の基

準日における給料及びこれに対する地域手

当の月額の合計額をいう。 

第１２条 〔同左〕 

⑴ 〔略〕 ⑴ 〔略〕 

⑵ 基準日前１月以内に退職し、又は死亡

した職員については、退職し、又は死亡

した日の前日における給料及びこれに対

する地域手当の月額の合計額 

⑵ 基準日前１か月以内に退職し、又は死

亡した職員については、退職し、又は死

亡した日の前日における給料及びこれに

対する地域手当の月額の合計額 

⑶～⑺ 〔略〕 ⑶～⑺ 〔略〕 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

（支給額の調整） 〔同左〕 

第１３条 次に掲げる者が、当該国又は他の

地方公共団体等から期末手当等を支給され

る場合において、前各条の規定に基づいて

期末手当を支給することが他の職員と均衡

を失するときは、前各条の規定にかかわら

ず、教育委員会が別に定めるところにより

期末手当の額を調整して支給し、又は支給

しないことができる。 

第１３条 〔同左〕 

⑴ 基準日前１月以内に退職し、基準日ま

でに国又は他の地方公共団体等の職員と

なった者 

⑴ 基準日前１か月以内に退職し、基準日

までに国又は他の地方公共団体等の職員

となった者 

⑵ 基準日前１月以内に国又は他の地方公

共団体等を退職し、基準日までに条例の

適用を受ける職員となった者 

⑵ 基準日前１か月以内に国又は他の地方

公共団体等を退職し、基準日までに条例

の適用を受ける職員となった者 

付 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。ただし、第５条第１項第１０号、第１０条

第１項第２号、第１１条、第１２条１項第２号、第１３条第１号及び第２号の改正規定は、

公布の日から施行する。 
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議案第１６号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　会計年度任用講師の任用等に関する規則の制定について

　別紙のとおり定める。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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会計年度任用講師の任用等に関する規則（案） 

令和２年  月  日 

教育委員会規則第 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号。以下「法」

という。）第２２条の２第１項に規定する会計年度任用職員であって、教育

公務員特例法（昭和２４年法律第１号）第２条第２項に定める講師に該当す

るもの（以下「会計年度任用講師」という。）の任用等に関し必要な事項を

定めるものとする。 

 

（職及び任用数） 

第２条 会計年度任用講師の職及び任用数は、任命権者が別に定める。 

 

（任用） 

第３条 会計年度任用講師は、教育公務員特例法第１１条の規定に基づき、そ

の職の職務遂行能力を有する者のうちから、選考により任命権者が任用する。 

２ 会計年度任用講師の任用の手続は、任命権者が別に定める。 

３ 会計年度任用講師の選考の方法は、任命権者が別に定める。 

４ 選考は、公募によるものとする。ただし、次のいずれかに該当する場合は、

公募によらないことができる。 

 ⑴ 会計年度任用講師の職に必要とされる職務遂行能力、公署の所在地がへ

き地である等の勤務環境、任期、採用の緊急性等の事情から、公募により

難いと任命権者が認める場合 

 ⑵ 前年度に設置されていた職又は当該年度に設置されている職（以下これ

らの職を「当該職」という。）に任用されていた会計年度任用講師を当該

職と同一の職務内容と認められる職への任用の選考の対象とする場合にお

いて、面接及び当該職におけるその者の勤務実績等に基づき、能力の実証

を行うことができると任命権者が認める場合 

５ 前項第２号の規定による公募によらない任用（以下「公募によらない再度

任用」という。）の上限回数については、任命権者が別に定める。 

６ 公募によらない再度任用は、次に掲げる要件を全て満たす者に限り認める

ものとする。 

⑴ 第４項第２号の規定による能力の実証の結果が良好であること。 

⑵ 業務遂行に支障を及ぼすような健康上の問題がなく勤務することが可能

であること。 
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⑶ 前年度及び当該年度において法第２９条及び職員の懲戒に関する条例（昭

和３３年墨田区条例第１１号）に規定する懲戒処分を受けていないこと。 

 

（任期） 

第４条 会計年度任用講師の任期は、その採用の日から同日の属する会計年度

の末日までの期間の範囲内で任命権者が別に定める。 

２ 会計年度任用講師の任期が前項に規定する期間に満たない場合には、任命

権者が別に定めるところにより、当該会計年度任用講師の勤務実績を考慮し

た上で、当該期間の範囲内において、その任期を更新することができる。 

 

（委任） 

第５条 この規則に定めるもののほか、会計年度任用講師の任用等に関し必要

な事項は、任命権者が別に定める。 

２ 任命権者は、第二条、第三条第三項及び第五項、前条並びに前項の規定に

より任命権者が別に定めるとされた各権限を、次長（墨田区教育委員会事務

局処務規則(昭和５０年墨田区教育委員会規則第３号)第５条第１項に規定す

る次長をいう。以下同じ。）に委任することができる。 

３ 前項に規定する権限の委任を受けた部長は、会計年度任用講師の任用状況

について、任命権者に対し、定期に報告するものとする。 

 

附 則 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第１７号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の一部を改正する規

則について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の一部を改正す 

る規則（案） 

墨田区教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則（平成２７年墨田区教

育委員会規則第１５号）の一部を次の表のように改正する。 
（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（区長等補助執行事務） 〔同左〕 

第４条 〔略〕 第４条 〔略〕 

⑴～⑵ 〔略〕 ⑴～⑵ 〔略〕 

⑶ 会計年度任用職員の給与及び福利厚生

に関する事務（教育委員会の権限に属す

る事務に限る。） 

⑶ 非常勤職員の報酬及び福利厚生に関す

る事務 

 ⑷ 〔略〕 ⑷ 〔略〕 

付 則 

 この規則は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第１８号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　学校職員の出勤簿及び出勤記録整理規程の一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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墨田区教育委員会訓令第  号 

教育委員会事務局   

区 立 幼 稚 園   

区 立 小 学 校   

区 立 中 学 校   

学校職員の出勤簿及び出勤記録整理規程（平成１２年墨田区教育委員会訓令第１０

号）の一部を次の表のように改正する。 

令和２年３月  日 

墨田区教育委員会教育長  加藤 裕之    

 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（定義） 〔同左〕 

第２条 〔略〕 第２条 〔略〕 

⑴～⑵ 〔略〕 ⑴～⑵ 〔略〕 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第２２条の２第１項第１号に掲げる会計

年度任用職員（以下「会計年度任用職員」

という。） 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第１７条第１項の規定により任用される

非常勤の職員（以下「一般職非常勤職員」

という。） 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

 ⑴ 〔略〕 ⑴ 〔略〕 

⑵ 出勤記録 区の電子計算組織を利用し

て幼稚園教育職員の勤務状況等に係る事

務を総合的に処理するシステム（以下「庶

務システム」という。）並びに県費負担

教職員及び会計年度任用職員の勤務状況

等に係る事務を電子計算組織によって処

理するシステム（以下「学校教職員出退

勤管理システム」という。）を利用して

行う出勤に関する記録をいう。 

 ⑵ 出勤記録 区の電子計算組織を利用し

て幼稚園教育職員の勤務状況等に係る事

務を総合的に処理するシステム（以下「庶

務システム」という。）を利用して行う

出勤に関する記録をいう。 

（整理の区分）  

第２条の２ 職員（学校職員服務取扱規程第

７条第１項に規定する出勤簿適用職員（以

下「出勤簿適用職員」という。）を除く。）

の出勤等の記録の整理は、出勤記録により

〔新設〕 
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行う。 

２ 出勤簿適用職員の出勤等の記録は、出勤

簿により行う。 

〔新設〕 

（出勤簿の点検及び表示） 〔同左〕 

第５条 〔略〕 第５条 〔略〕 

２ 整理者は、忘印のため押印することがで

きない出勤簿適用職員に関しては、届出に

より当日以後に押印させることができる。 

２ 整理者は、忘印のため押印することがで

きない県費負担教職員及び一般職非常勤職

員に関しては、届出により当日以後に押印

させることができる。 

３ 〔略〕 ３ 〔略〕 

（幼稚園教育職員の出勤記録の入力及び表

示） 

（出勤記録の入力及び表示） 

第７条 〔略〕 第７条 〔略〕 

２ 幼稚園教育職員の出勤記録は、別表第２

に定める区分に従い、庶務システムの端末

装置の画面に表示する。 

２ 出勤記録は、別表第２に定める区分に従

い、庶務システムの端末装置の画面に表示

する。 

第８条の２ 県費負担教職員及び会計年度任

用職員（出勤簿適用職員を除く。以下この

条において同じ。）は、自己の出勤記録を

確認し、勤務状況に関する事実と異なる場

合は、速やかに学校教職員出退勤管理シス

テムにより修正の申請をし、承認を受けな

ければならない。ただし、これにより難い

場合は、整理者は、別に指定する者に当該

職員の出勤記録の確認及び修正の申請を行

わせることができる。 

〔新設〕 

２ 副校長は、県費負担教職員及び会計年度

任用職員の勤務の状況に関する事実と出勤

記録を確認し、必要があると認める場合は、

速やかに当該職員に出勤記録の修正を申請

させなければならない。 

〔新設〕 

付 則 

 この訓令は、令和２年４月１日から適用する。 
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議案第１９号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　学校職員服務取扱規程の一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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墨田区教育委員会訓令第  号 

教育委員会事務局   

区 立 幼 稚 園    

区 立 小 学 校    

区 立 中 学 校    

学校職員服務取扱規程（平成１２年墨田区教育委員会訓令第９号）の一部を次の表

のように改正する。 

令和２年３月  日 

墨田区教育委員会教育長  加藤 裕之    

 
（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（職員の定義） 〔同左〕 

第２条 〔略〕 第２条 〔略〕 

⑴～⑵ 〔略〕 ⑴～⑵ 〔略〕 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第２２条の２第１項第１号に掲げる会計

年度任用職員（以下「会計年度任用職員」

という。） 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第１７条第１項の規定により任用される

非常勤の職員（以下「一般職非常勤職員」

という。） 

（旧姓の使用） 〔同左〕 

第３条の２ 県費負担教職員及び会計年度任

用職員は、婚姻、養子縁組その他の事由（以

下「婚姻等」という。）により戸籍上の氏

を改めた後も、墨田区教育委員会教育長（以

下「教育長」という。）が別に定める基準

に基づき、引き続き婚姻等の前の戸籍上の

氏を文書等に使用すること（以下「旧姓使

用」という。）を希望する場合又は旧姓使

用を中止することを希望する場合は、別に

定めるところにより速やかに申し出なけれ

ばならない。 

第３条の２ 県費負担教職員及び一般職非常

勤職員は、婚姻、養子縁組その他の事由（以

下「婚姻等」という。）により戸籍上の氏

を改めた後も、墨田区教育委員会教育長（以

下「教育長」という。）が別に定める基準

に基づき、引き続き婚姻等の前の戸籍上の

氏を文書等に使用すること（以下「旧姓使

用」という。）を希望する場合又は旧姓使

用を中止することを希望する場合は、別に

定めるところにより速やかに申し出なけれ

ばならない。 

２ 前項の申出を受けた場合、旧姓及び変更

後の戸籍上の氏の確認を行い、別に定める

ところにより当該県費負担教職員又は会計

年度任用職員に旧姓使用又は旧姓使用の中

２ 前項の申出を受けた場合、旧姓及び変更

後の戸籍上の氏の確認を行い、別に定める

ところにより当該県費負担教職員又は一般

職非常勤職員に旧姓使用又は旧姓使用の中
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止を通知する。 止を通知する。 

３ 旧姓使用の通知を受理した県費負担教職

員又は会計年度任用職員は、通知された使

用開始年月日から旧姓使用を行うことと

し、旧姓使用中止の通知を受理した県費負

担教職員又は会計年度任用職員は、通知さ

れた使用中止年月日から旧姓使用を中止し

なければならない。 

３ 旧姓使用の通知を受理した県費負担教職

員又は一般職非常勤職員は、通知された使

用開始年月日から旧姓使用を行うことと

し、旧姓使用中止の通知を受理した県費負

担教職員又は一般職非常勤職員は、通知さ

れた使用中止年月日から旧姓使用を中止し

なければならない。 

４ 県費負担教職員及び会計年度任用職員

は、旧姓使用を行うに当たって、誤解や混

乱が生じないように努めなければならな

い。 

４ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員

は、旧姓使用を行うに当たって、誤解や混

乱が生じないように努めなければならな

い。 

５～６ 〔略〕 ５～６ 〔略〕 

（履歴事項の届出） 〔同左〕 

第４条 〔略〕 第４条 〔略〕 

２～３ 〔略〕 ２～３ 〔略〕 

４ 県費負担教職員及び会計年度任用職員

は、氏名、本籍のある都道府県、現住所、

資格、免許その他の履歴事項に異動を生じ

たときは、速やかに履歴事項異動届を提出

しなければならない。 

４ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員

は、氏名、本籍のある都道府県、現住所、

資格、免許その他の履歴事項に異動を生じ

たときは、速やかに履歴事項異動届を提出

しなければならない。 

（出退勤等の記録） 〔同左〕 

第７条 職員（教育長が出勤簿により出勤等

の記録の整理を行う必要があると認める職

員（以下「出勤簿適用職員」という。）を

除く。）は、出退勤等をするときは、墨田

区教育委員会（以下「教育委員会」という。）

が別に定める方法により庶務システム又は

県費負担教職員及び会計年度任用職員の勤

務状況等に係る事務を電子計算組織によっ

て処理するシステムに記録しなければなら

ない。 

第７条 幼稚園教育職員は、出退勤等をする

ときは、墨田区教育委員会（以下「教育委

員会」という。）が別に定める方法により

庶務システムに記録しなければならない。 

２ 出勤簿適用職員は、定刻までに出勤した

ときは、出勤簿（第４号様式）に、あらか

じめ届け出た印をもって、自ら押印しなけ

ればならない。 

２ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員

は、定刻までに出勤したときは、出勤簿（第

４号様式）に、あらかじめ届け出た印をもっ

て、自ら押印しなければならない。 

（年次有給休暇等の請求等） 〔同左〕 

第８条 〔略〕 第８条 〔略〕 

２ 県費負担教職員及び会計年度任用職員に

ついての前項第２号に掲げる申請は、休

暇・職免等処理簿（第５号様式）により行

２ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員に

ついての前項第２号に掲げる申請は、休

暇・職免等処理簿（第５号様式）により行
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わなければならない。 わなければならない。 

（事故欠勤の届） 〔同左〕 

第１５条 〔略〕 第１５条 〔略〕 

２ 県費負担教職員及び会計年度任用職員

は、前項本文に規定する事由により勤務す

ることができないときは、その旨速やかに

連絡し、出勤後直ちに休暇・職免等処理簿

により届け出なければならない。 

２ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員

は、前項本文に規定する事由により勤務す

ることができないときは、その旨速やかに

連絡し、出勤後直ちに休暇・職免等処理簿

により届け出なければならない。 

（私事欠勤等の届） 〔同左〕 

第１６条 〔略〕 第１６条 〔略〕 

２ 〔略〕 ２ 〔略〕 

３ 県費負担教職員及び会計年度任用職員

は、前条の規定に該当する場合を除き、勤

務することができないときは、あらかじめ

休暇・職免等処理簿により届け出なければ

ならない。ただし、やむを得ない事由によ

りあらかじめ届け出ることができないとき

は、その旨速やかに連絡し、出勤後直ちに

休暇・職免等処理簿により届け出なければ

ならない。 

３ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員

は、前条の規定に該当する場合を除き、勤

務することができないときは、あらかじめ

休暇・職免等処理簿により届け出なければ

ならない。ただし、やむを得ない事由によ

りあらかじめ届け出ることができないとき

は、その旨速やかに連絡し、出勤後直ちに

休暇・職免等処理簿により届け出なければ

ならない。 

４ 〔略〕 ４ 〔略〕 

付 則 

 この訓令は、令和２年４月１日から施行する。 
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議案第２０号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　学校職員の職務に専念する義務の免除に関する事務取扱規程の一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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墨田区教育委員会訓令第  号 

教育委員会事務局   

区 立 幼 稚 園    

区 立 小 学 校    

区 立 中 学 校    

学校職員の職務に専念する義務の免除に関する事務取扱規程（平成１２年墨田区教

育委員会訓令第８号）の一部を次の表のように改正する。 

令和２年３月  日 

墨田区教育委員会教育長  加藤 裕之    

 
（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（定義） 〔同左〕 

第２条 〔略〕 第２条 〔略〕 

⑴～⑵ 〔略〕 ⑴～⑵ 〔略〕 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第２２条の２第１項第１号に掲げる会計

年度任用職員（以下「会計年度任用職員」

という。） 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第１７条第１項の規定により任用される

非常勤の職員（以下「一般職非常勤職員」

という。） 

（職務専念義務免除の申請） 〔同左〕 

第４条 〔略〕 第４条 〔略〕 

２ 県費負担教職員及び会計年度任用職員が

専念義務免除の承認を受けようとするとき

は、学校職員服務取扱規程（平成１２年墨

田区教育委員会訓令第９号）第８条に規定

する休暇・職免等処理簿により、承認権者

に申請しなければならない。ただし、職員

団体のための職員の行為の制限の特例に関

する条例（昭和４１年墨田区条例第２５号）

第２条第１号又は職員団体のための職員の

行為の制限の特例に関する条例（昭和４１

年東京都条例第９８号）第２条第１号に定

める適法な交渉を行う場合には、職務専念

義務免除申請簿兼給与減額免除申請簿（第

１号様式）によるものとする。 

２ 県費負担教職員及び一般職非常勤職員が

専念義務免除の承認を受けようとするとき

は、学校職員服務取扱規程（平成１２年墨

田区教育委員会訓令第９号）第８条に規定

する休暇・職免等処理簿により、承認権者

に申請しなければならない。ただし、職員

団体のための職員の行為の制限の特例に関

する条例（昭和４１年墨田区条例第２５号）

第２条第１号又は職員団体のための職員の

行為の制限の特例に関する条例（昭和４１

年東京都条例第９８号）第２条第１号に定

める適法な交渉を行う場合には、職務専念

義務免除申請簿兼給与減額免除申請簿（第

１号様式）によるものとする。 

付 則 

 この訓令は、令和２年４月１日から適用する。 
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議案第２１号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　学校職員の兼業等及び教育公務員の教育に関する兼職等に関する事務取扱規程の

一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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墨田区教育委員会訓令第  号 

教育委員会事務局   

区 立 幼 稚 園    

区 立 小 学 校    

区 立 中 学 校    

学校職員の兼業等及び教育公務員の教育に関する兼職等に関する事務取扱規程（平

成１２年墨田区教育委員会訓令第１１号）の一部を次の表のように改正する。 

令和２年３月  日 

墨田区教育委員会教育長  加藤 裕之    

 

（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

（趣旨） 〔同左〕 

第１条 この規程は、地方公務員法（昭和２

５年法律第２６１号）第３８条及び営利企

業への従事等の制限に関する規則（昭和５

３年特別区人事委員会規則第１６号）の規

定に基づき、墨田区立幼稚園設置条例（昭

和４３年墨田区条例第２５号）別表に規定

する幼稚園及び墨田区立学校設置条例（昭

和３９年墨田区条例第２４号）別表に規定

する学校（以下これらを「区立学校」とい

う。）に勤務する学校職員が営利企業等に

従事する場合並びに教育公務員特例法（昭

和２４年法律第１号）第１７条第１項の規

定に基づき、区立学校に勤務する教員等が

教育に関する兼職等を行う場合の許可等に

関する事務の取扱いについて必要な事項を

定めるものとする。 

第１条 この規程は、地方公務員法（昭和２

５年法律第２６１号）第３８条及び営利企

業等の従事制限に関する規則（昭和５３年

特別区人事委員会規則第１６号）の規定に

基づき、墨田区立幼稚園設置条例（昭和４

３年墨田区条例第２５号）別表に規定する

幼稚園及び墨田区立学校設置条例（昭和３

９年墨田区条例第２４号）別表に規定する

学校（以下これらを「区立学校」という。）

に勤務する学校職員が営利企業等に従事す

る場合並びに教育公務員特例法（昭和２４

年法律第１号）第１７条第１項の規定に基

づき、区立学校に勤務する教員等が教育に

関する兼職等を行う場合の許可等に関する

事務の取扱いについて必要な事項を定める

ものとする。 

（定義） 〔同左〕 

第２条 〔略〕 第２条 〔略〕 

⑴～⑵ 〔略〕 ⑴～⑵ 〔略〕 

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法第２２条の２第１項第１号に

掲げる会計年度任用職員（以下「会計年

⑶ 東京都から報酬を受けている者で、地

方公務員法第１７条第１項の規定により

任用される非常勤の職員（以下「一般職
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度任用職員」という。） 非常勤職員」という。） 

２ この規程において「教員等」とは、教育

公務員特例法第２条に規定する者及び教育

公務員特例法施行令（昭和２４年政令第６

号）第１０条による準用規定のある者をい

う。 

２ この規程において「教員等」とは、教育

公務員特例法第２条に規定する者及び教育

公務員特例法施行令（昭和２４年政令第６

号）第１１条による準用規定のある者をい

う。 

３～４ 〔略〕 ３～４ 〔略〕 

（兼業の許可権者） 〔同左〕 

第４条 〔略〕 第４条 〔略〕 

２ 前項の規定にかかわらず、会計年度任用

職員に対する兼業の許可は、学校長が行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、一般職非常勤

職員に対する兼業の許可は、学校長が行う。 

付 則 

 この訓令は、令和２年４月１日から適用する。 
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議案第２２号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　墨田区立学校事案決定規程の一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　会計年度任用職員制度の導入等に伴い、関連規則の規定整備を行う必要がある。
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墨田区教育委員会訓令第  号 

教育委員会事務局   

区 立 幼 稚 園    

区 立 小 学 校    

区 立 中 学 校    

墨田区立学校事案決定規程（平成１１年墨田区教育委員会訓令第１号）の一部を次

の表のように改正する。 

令和２年３月  日 

墨田区教育委員会教育長  加藤 裕之    

 
（下線部分は改正部分） 

改 正 後 改 正 前 

別表 〔同左〕 

件名 区分 校長 副校長  件名 区分 校長 副校長  

１ 〔略〕 １ 〔略〕 

 ２ 所属

職員の

管理に

関する

こと。 

⑴ 職員

の人事

に関す

るこ

と。 

１ 〔略〕 １ 〔略〕   ２ 所属

職員の

管理に

関する

こと。 

⑴ 職員

の人事

に関す

るこ

と。 

１ 〔略〕 １ 〔略〕 

     ２ 臨時職

員の雇用

に関する

こと。 

  

 ２ その他

人事に係

る重要な

決定及び

報告に関

するこ

と。 

   ３ その他

人事に係

る重要な

決定及び

報告に関

するこ

と。 

  

 ⑵～⑷〔略〕   ⑵～⑷〔略〕  

 ３～４ 〔略〕   ３～４ 〔略〕  

  

付 則 

 この訓令は、令和２年４月１日から適用する。 
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議案第２３号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　令和３年度使用墨田区立中学校教科用図書採択の方針について

　別紙のとおり決定する。

令 和 2 年 3 月 19 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２１
条第６号及び義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律（昭和３１年法
律第１８２号）第１３条の規定に基づき、公正かつ円滑な採択を行うための方針を
定める必要がある。
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令和3年度使用墨田区立中学校教科用図書採択の方針について  
 

                                令 和 ２ 年 ３ 月                           

墨 田区教育委員会 

 

 墨田区立中学校が令和３年度以降に使用する教科用図書の採択について下記のとおり取り扱う。 
 

記 

 

１ 教科用図書の調査研究及び検討 

墨田区教育委員会が教科用図書を採択するに当たり、必要な調査研究及び検討は、以下のように行う。 

 

(１) 各学校による教科用図書の調査研究 

   各学校は、教科用図書の内容等が教科指導にふさわしいかどうか調査し、調査結果に意見を付して令

和２年６月16日（火）までに墨田区立中学校教科用図書採択検討委員会（以下「検討委員会」という。）

に報告する。 

※ 調査期間は、原則として令和２年５月11日（月）から６月５日（金）までの間とする。 

 

(２) 墨田区立中学校教科用図書調査委員会（以下「調査委員会」という。）及び検討委員会委員の選出・依 

  頼 

調査委員会委員及び検討委員会委員は、令和２年５月１日（金）までに選出し、墨田区教育委員会が

依頼する。 

 

(３) 調査委員会委員による調査研究 

調査委員会は、独自の調査を実施する。各教科用図書の調査内容を令和２年６月５日（金）までに検

討委員会に報告する。 

※ 調査委員会委員の構成は、以下のとおりとする。 

委員長（校長）及び教員の代表［３～４名程度］ 

（委員長は、原則として中学校教育研究会部長等から選出する。）           

 

(４) アンケート調査による意見聴取 

   墨田区教育委員会は、教科用図書の展示会を実施し、アンケート調査により区民等からの意見を聴取 

する。 

 ※ 展示会は、以下のとおり実施する。 

 ・ 特別展示 法定展示会に先立つ10日間 

   会場：【ひきふね図書館】６月２日（火）から６月11日（木） 

      【緑図書館】   ５月30日（土）から６月８日（月）      

  

・ 法定展示 令和２年６月12日（金）から14日間（ただし、休館日は、展示会期間に算入しない） 

会場：【ひきふね図書館】６月12日（金）から７月１日（水）まで 

（６月18日休館日、６月22日から６月26日の図書館蔵書点検による休館日を除く） 

【緑図書館】   ６月13日（土）から6月27日（土）まで 

           （６月12日図書館蔵点検による休館日、６月18日休館日を除く）    

 

(５) 検討委員会による検討 

検討委員会は、調査委員会及び各学校からの報告を受け、地域の実情や区民の意向なども参考に検討

し、各教科の教科用図書についての検討結果を令和２年７月16日（木）までに墨田区教育委員会に報告

する。 

※ 検討委員会委員の構成は、以下のとおりとする。 

・中学校校長会代表１名  ・調査委員会委員長１名  ・調査委員会副委員長１名 

・学識経験者２名  ・保護者代表２名  ・指導室長１名  ・指導主事（統括指導主事）２名 

 

２ 教科用図書の採択 

墨田区教育委員会は、検討委員会からの報告を受け、総合的に判断したうえで、令和２年８月31日（月）

までに教科書を採択する。採択に当たっては、検討状況などを検討委員会から聴取することができる。 
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令和３年度使用中学校教科用図書採択の主な流れ 
 

墨田区教育委員会 

教科用図書調査委員会による

調査研究 

【５月から６月】 

各学校による 

調査研究 

【５月から６月】 

教科用図書採択検討委員会による検討 

【６月から７月】 

アンケート調査による区民等からの意見聴取 

 

◆教科用図書展示会 

○期間：５月下旬から７月上旬 

○会場：墨田区立ひきふね図書館 

    墨田区立緑図書館 

教育委員会による検討・採択 

 

【８月末まで】 

検討結果の報告 

調査結果の報告 調査結果の報告 
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令和２年３月 19 日 

 

令和３度使用墨田区立学校教科用図書採択について 

 

 

＜中学校＞ 

 令和３年度以降に使用する中学校教科用図書の採択を行う。本採択は、中

学校新学習指導要領の全面実施に伴い、教科用図書の構成や内容も改訂され、

採択後４年間使用することから、新たに調査研究、検討を行った上での採択

を行うこととする。 

 

 

【中学校教科用図書の検定・採択の周期】 

 H26 H27 H28 H29 H30 H31 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

＜参考＞ 

H28～H31 

使用教科書 

 

検定 採択   
 

      

＜参考＞ 

Ｒ２ 

使用教科書 

    検定 採択 
 

    

 

Ｒ３～Ｒ６ 

使用教科書 

 

     
検定 

※① 
採択     

※① 新学習指導要領全面実施に伴う教科用図書検定  

使用期間 

使用期間 

使用期間 
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シ
ス
テ
ム
の
設
定
を
行
っ
た
。

 
 〇
施
設
貸
出
方
法
の
検
討
に
つ
い
て

 
施
設
貸
出
に
係
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
の
た
め
、
掲
載
内
容
で
あ
る
施
設
貸

出
の
方
法
や
注
意
事
項
に
つ
い
て
、
学
校
と
調
整
を
進
め
た
。

 
 

進
捗
：
△
そ
の
他
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
時
期
を
、
令
和
２
年
３
月
に
変
更
）
 

 

資料1-1

akui-ryou
フリーテキスト
資　料　１

akui-ryou
四角




令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
２
 

課
題
№
 

２
 
事
業
名
 
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
 

主
管
課
 

指
導
室
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

○
英
語
 

■
海
外
派
遣
 

ｵ
ﾘｴ
ﾝ
ﾃｰ
ｼ
ｮﾝ
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
①
 

■
幼
・
英
語
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
前
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

 
研
修
会
②
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
前
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
③
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
前
研
修
 

■
海
外
派
遣
 

出
発
式
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
後
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
④
⑤
⑥
⑦
 

 ■
海
外
派
遣
 

事
後
研
修
 

■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
⑧
 

■
Ｔ
Ｇ
Ｇ
（
中
）
 

 ■
海
外
派
遣
 

報
告
会
 

   ■
外
国
語
教
育
 

研
修
会
⑨
 

 ■
海
外
派
遣
 

説
明
会
 

(学
校
対
象
) 

 

 ■
海
外
派
遣
 

説
明
会
 

(保
護
者
対
象
) 

 

 ■
H3
2 

海
外
派
遣
 

一
次
審
査
 

  

 ■
H3
2 

海
外
派
遣
 

二
次
審
査
 

 

○
道
徳
 

  

■
道
徳
教
育
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
①
 

 
■
道
徳
教
育
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
②
 

  

 

 
 

 
  

 

  

 

■
道
徳
教
育
 

推
進
教
師
 

連
絡
会
③
 

  

 

○
教
科
書
採
択
 

■
教
科
書
 

調
査
委
員
会
 

 ■
教
科
書
展
示
 

ｱ
ﾝｹ
ｰ
ﾄ 

■
学
校
調
査
 

 ■
教
科
書
検
討
 

委
員
会
 

 
 ■
小
学
校
 

教
科
書
採
択
 

■
中
学
校
 

 
教
科
書
採
択
 

 
 

 
   

 

   

 

 
   

 

○
そ
の
他
 

     ■
各
研
修
会
 

■
学
校
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾄ 

訪
問
 

■
が
ん
教
育
 

認
知
症
ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀｰ
 

救
命
講
習
 

ﾌﾟ
ﾛｸ
ﾞﾗ
ﾐﾝ
ｸﾞ
IC
T 
他
 

 

 

 
 

 
 

 
■
主
要
な
教
育
 

課
題
決
定
 

■
教
育
課
程
 

届
出
説
明
会
 

 
■
教
育
課
程
 

届
出
受
理
 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

実 績 

○
海
外
派
遣
 

・
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
 

○
外
国
語
教

育
研
修
会
 

・
第
１
回
実

施
（
Ｎ
Ｔ
業

務
委
託
説
明

含
む
）
 

○
教
科
書
採

択
 

・
教
科
書
採

択
調
査
委
員

委
嘱
式
実
施
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
前
研
修

の
実
施
 

○
第
２
回
外

国
語
教
育
研

修
会
 

○
道
徳
教
育

推
進
教
師
連

絡
会
 

・
第
１
回
実

施
 

○
教
科
書
採

択
 

・
調
査
委
員

及
び
各
学
校

に
よ
る
調
査

研
究
の
実
施
 
 
 
 
 
 
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
の
実
施
 

○
海
外
派
遣

事
前
研
修
実

施
 
○
第
３
回
外

国
語
教
育
研

修
会
実
施
「
新

教
材
を
利
用

し
た
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
指

導
に
つ
い
て
」
 

○
教
科
書
採

択
 
検
討
委
員
会

の
実
施
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
の
実
施
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
前
研
修
、

出
発
式
、
海
外

派
遣
実
施
 

○
道
徳
教
育

推
進
教
師
連

絡
会
 

・
授
業
観
察
、

協
議
 

○
教
科
書
採

択
 
・
検
討
委
員
会

の
実
施
 

・
教
育
委
員
会

へ
の
検
討
委

員
会
報
告
書

の
提
出
 
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
の
実
施
 

○
海
外
派
遣
 

・
海
外
派
遣
及
び
事

後
研
修
 

○
外
国
語
教
育
研

修
の
実
施
 

・
夏
季
研
修
実
施
、

第
４
，
５
回
外
国
語

研
修
会
実
施
 

「
基
本
的
な
外
国

語
活
動
・
外
国
語
科

の
指
導
法
に
つ
い

て
」、
「
新
学
習
指
導

要
領
に
向
け
て
」
、

「
読
む
こ
と
・
書
く

こ
と
の
指
導
法
に

つ
い
て
」
 

○
教
科
書
採
択
 
 

○
海
外
派
遣
 

・
事
後
研
修
 

○
第
６
回
外

国
語
教
育
研

修
 
・
授
業
参
観
 

○
サ
ポ
ー
ト

訪
問
 

 

○
中
学
生
海

外
派
遣
報
告

1
52
名
参
加
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体

験
・
両
国
中
 

〇
が
ん
教
育
 

・
隅
田
小
 

〇
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
 

・
梅
若
小
、
三

寺
小
、
曳
舟
小
 
 
 

〇
第
７
回
外
国

語
教
育
研
修
会
 

「
英
語
教
育
に

お
け
る
小
・
中

連
携
に
つ
い

て
」
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体

験
・
錦
糸
中
 
 
 
 
 
 

〇
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講

座
 

・
緑
小
・
錦
糸
小
 

〇
普
通
救
命
講

習
 

・
本
所
中
・
文
花

中
・
桜
堤
中
 

〇
令
和
２
年
度

中
学
生
海
外
派

遣
説
明
会
（
学
校

対
象
）
 

〇
学
校
サ
ポ
ー

ト
訪
問
 

・
立
吾
小
 

〇
令
和
２
年
度

主
要
な
教
育
課

題
の
決
定
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体
験
 

・
墨
田
中
 
 

〇
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講

座
 

・
二
葉
小
 

〇
令
和
２
年
度

中
学
生
海
外
派
遣

説
明
会
（
保
護
者
対

象
）
 

〇
教
育
課
程
届
出

説
明
会
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体
験
・
寺

島
中
 

〇
が
ん
教
育
・
押
上

小
・
一
寺
小
・
三
寺
小
・
柳

島
小
・
曳
舟
小
・
八
広
小
・

外
手
小
・
錦
糸
小
 

〇
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
・
外

手
小
・
横
川
小
・
東
吾
小
・

押
上
小
・
四
吾
小
・
業
平
小

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

２
月
実
績

 
〇
令
和
２
年
度
 
中
学
生
海
外
派
遣
一
次
審
査
 
9
1
名
申
込
 

〇
道
徳
教
育
推
進
教
師
連
絡
会
 
・
第
３
回
実
施
２
/
６
 

 
・
令
和
元
年
度
道
徳
教
育
指
導
者
養
成
研
修
受
講
者
に
よ
る
報
告
 

・
「
特
別
の
教
科
 
道
徳
」
の
指
導
の
充
実
 
 

○
Ｔ
Ｇ
Ｇ
体
験
 
・
本
所
中
２
/
８
 
・
中
和
小
２
/
2
1 
 

〇
が
ん
教
育
 
 
・
四
吾
小
２
/
４
 
・
立
吾
小
２
/
５
 
・
横
川
小
２
/
1
0
 
 

・
二
葉
小
２
/
1
2
 
・
緑
小
 
２
/
1
7
 
・
中
和
小
２
/
18
 

・
菊
川
小
２
/
2
1
 
・
業
平
小
２
/
2
5
 
・
寺
島
中
２
/４
 
 
 
 
 
 

〇
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
 
 
・
小
梅
小
２
/
１
 
・
一
寺
小
２
/
1
2
 
 

・
柳
島
小
２
/
1
4
 
・
中
和
小
２
/
2
0
 
 

・
隅
田
小
２
/
2
0
 
・
三
吾
小
２
/
2
7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 

進
捗
：
〇
 

資料1-2



令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
３
 

課
題
№
 

３
 
事
業
名
 
学
力
向
上
新
３
か
年
計
画
（
２
次
）
の
策
定
 

主
管
課
 

す
み
だ
教
育
研
究
所
 

 計 画 策 定      学 力 向 上 の 取 組 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

▲
検
討
方
針

作
成
 

  

▲
第
1
回
検
討

会
 

  

    

▲
第
2
回
検
討

会
 

  

    

▲
第
3
回
検
討

会
 

  

    

▲
教
育
委
員

会
決
定
 

  

▲
議
会
報
告
 

 ▲
学
校
へ
の

周
知
 

 
 

 

▲
国
調
査
実

施
(1
8)
 

▲
区
調
査
実

施
(2
3)
 

▲
メ
ッ
セ
ー

ジ
送
付
 

▲
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
校

決
定
、
計
画

取
り
ま
と
め
 

▲
放
課
後
補

習
等
(中
学
校

図
書
館
を
含
む
) 

▲
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

▲
研
究
所
ニ

ュ
ー
ス
発
行
 

      ▲
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
校

訪
問
、
予
算

配
当
 

 ▲
春
期
放
課

後
補
習
 

 

▲
区
調
査
結

果
返
却
 

    

▲
都
調
査
実

施
(4
) 

      ▲
区
調
査
結

果
分
析
 

  ▲
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン
グ
 

       ▲
夏
休
み
補

習
（
小
学
校
） 

▲
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
（
中
学
校
）
 

▲
区
調
査
議

会
報
告
 

  ▲
学
習
ふ
り

か
え
り
期
間
 

▲
調
査
結
果

を
各
校
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
 

    ▲
学
力
向
上

推
進
会
議
①
 

    ▲
土
曜
日
：
秋
 

▲
放
課
後
：
中
 

 
 

▲
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
を
各

校
へ
周
知
 

 ▲
学
習
ふ
り

か
え
り
期
間
 

       ▲
土
曜
日
：
冬
 

▲
放
課
後
：
後
 

       ▲
学
力
向
上

推
進
会
議
②
 

 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

実 績 

○
国
調
査
実
施
 
 
 
 
 
 
 

○
区
調
査
実
施
 
 
 
 
 
 

○
メ
ッ
セ
ー
ジ

送
付
 
 
 
 
 

○
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
校
決
定
 

○
放
課
後
補
習

等
実
施
 

○
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
実
施
計

画
の
検
討
 

○
研
究
所
ニ
ュ

ー
ス
発
行

 

○
第
１
回
検

討
会
の
開
催
 

○
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
校

訪
問
、
予
算

配
当
 
 
 
 
 
 

○
春
期
放
課

後
補
習
開
始
 

 

○
区
調
査
結

果
返
却
 

○
放
課
後
補

習
等
実
施
中
 

○
春
期
放
課

後
補
習
実
施

中
 

○
研
究
所
ニ

ュ
ー
ス
の
発

行
 

○
第
２
回
検

討
会
の
開
催
 

○
都
調
査
実

施
 

○
メ
ッ
セ
ー

ジ
送
付
 

○
区
調
査
分

析
 

○
春
期
放
課

後
補
習
実
施
 

 

○
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン
グ
 

○
区
調
査
結

果
分
析
 

○
夏
休
み
補

習
（
小
学
校
） 

○
夏
休
み
チ

ャ
レ
ン
ジ
教

室
（
中
学
校
） 

○
第
３
回
検

討
会
の
開
催
 

○
区
調
査
議

会
報
告
 

○
学
力
向
上

ヒ
ア
リ
ン
グ
 

○
学
習
ふ
り

か
え
り
期
間
 

○
区
調
査
分

析
 
○
研
究
所
ニ

ュ
ー
ス
の
発

行
 

〇
区
及
び
国
の
調

査
結
果
を
各
校
HP

に
掲
載
 

〇
学
習
ふ
り
か
え

り
期
間
に
伴
い
、
各

学
校
が
学
習
内
容

の
復
習
を
実
施
 

〇
秋
期
(
土
曜
日
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
中
期
(
放
課
後
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
研
究
所
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
 

〇
学
力
向
上
新

３
か
年
計
画

(
第
２
次
)
教
育

委
員
長
決
定
 

〇
秋
期
(
土
曜

日
)
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

〇
中
期
(
放
課

後
)
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
 

〇
研
究
所
ニ
ュ

ー
ス
の
発
行
 

〇
学
力
向
上
新
３

か
年
計
画
(
第
２

次
)
議
会
に
報
告

(３
日
) 

〇
学
力
向
上
新
３

か
年
計
画
(
第
２

次
)学
校
に
周
知
 

〇
秋
期
(
土
曜
日
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
中
期
(
放
課
後
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

〇
研
究
所
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
 

〇
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
を
各
校
へ

周
知
 

〇
学
習
ふ
り
か

え
り
期
間
の
実

施
 

〇
冬
期
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
の
実

施
 

〇
研
究
所
ニ
ュ

ー
ス
の
発
行
 

 

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

２
月
実
績
 

〇
 
学
力
向
上
推
進
会
議
の
開
催
(
1
4
日
)
 

〇
 
冬
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
実
施
 

 
 
(
土
曜
日
)
隅
田
小
(
放
課
後
)
三
吾
小
・
二
寺
小
・
三
寺
小
 

〇
 
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
 

 
 
社
会
 
1
日
・
2
6
日
 

 
 
算
数
 
6
日
・
1
3
日
・
2
5
日
 

進
捗
：
〇
 

 

資料1-3



令
和
元
年
度
 
教
育
課
題
 
執
行
計
画
書
兼
実
績
報
告
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N
o
. 
４
 

課
題
№
 

４
 
事
業
名
 
幼
保
小
中
一
貫
教
育
推
進
計
画
の
実
施
 

主
管
課
 

す
み
だ
教
育
研
究
所
 

執 行 計 画 

4
月
 

5
月
 

6
月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

1
0
月
 

1
1
月
 

1
2
月
 

1
月
 

2
月
 

3
月
 

       ▲
学
習
指
導

に
関
す
る

取
組
 

▲
生
活
指
導

に
関
す
る

取
組
 

▲
就
学
・
進
学

を
意
識
し

た
取
組
 

 ▲
小
す
た
ー

と
ブ
ッ
ク

配
付
 

▲
担
当
者
連

絡
会
開
催

（
5/
10
）
 

▲
補
助
金
の

支
出
 

▲
連
絡
協
議

会
①
 

   

▲
英
語
活
動

実
施
園
・
校

の
調
整
、
決

定
 

▲
英
語
活
動

の
実
施
 

 
 

     ▲
連
絡
協
議

会
②
 

 
 

 ▲
幼
保
小
中

一
貫
教
育

フ
ォ
ー
ラ

ム
（
1/
28
）
 

                 ▲
中
プ
レ
ブ

ッ
ク
配
布
 

   ▲
補
助
金
の

精
算
 

進
捗
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

 
 

実 績 

○
一
貫
教
育

巡
回
指
導
員

に
よ
る
助
言
・

指
導
等
 

○
各
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
者
会

議
の
開
催
 
 
 

○
小
学
校
す

た
ー
と
ブ
ッ

ク
配
付
順
次

配
布
中
 

○
担
当
者
会

議
の
開
催
 

○
補
助
金
の

支
出
の
準
備
 

○
連
絡
（
教

育
）
協
議
会

の
開
催
 

○
連
絡
（
教

育
）
協
議
会

の
開
催
 

○
小
学
生
部

活
動
体
験
・

授
業
見
学
 

○
小
学
生
す

た
ー
と
ブ
ッ

ク
配
布
 

○
担
当
者
会

議
の
開
催
 

○
連
絡
協
議

会
の
開
催
 

○
夏
季
分
科

会
の
開
催
 

○
分
科
会
の

開
催
 
（
寺

島
中
ブ
ロ
ッ

ク
）
 

○
小
学
校
教

員
に
よ
る
保

育
参
観
 
寺

島
中
ブ
ロ
ッ

ク
 

○
英
語
活
動

体
験
（
園
児
対

象
）
 

・
桜
堤
中
ブ
ロ

ッ
ク
・
吾
二
中

ブ
ロ
ッ
ク
・
文

花
中
ブ
ロ
ッ

ク
 
○
中
学
校
体

験
（
小
学
６
年

生
対
象
）
 

・
桜
堤
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

 

〇
５
歳
児
対
象

の
英
語
活
動
 

竪
川
中
・
本
所

中
・
墨
田
中
ブ

ロ
ッ
ク
 

〇
幼
保
小
中
一

貫
教
育
協
議
会
 

桜
堤
中
・
錦
糸

中
・
文
花
中
・
墨

田
中
・
堅
川
中

ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
中
学
校
体
験
 

吾
二
中
・
墨
田

中
ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
幼
保
小
中
一

貫
教
育
協
議
会

(６
日
) 

寺
中
・
吾
立
中
・

本
所
・
両
中
の

各
ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
英
語
活
動
体

験
 

寺
中
ブ
ロ
ッ

ク
・
錦
中
ブ
ロ

ッ
ク
・
吾
立
中

ブ
ロ
ッ
ク
 

〇
小
学
校
体
験
 
 

桜
堤
中
ブ
ロ
ッ

ク
 

〇
英
語
活
動

体
験
 

両
国
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

〇
小
学
校
体

験
 

錦
糸
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

〇
小
学
校
体

験
 

本
所
中
ブ
ロ

ッ
ク
 

〇
幼
保
小
中

一
貫
教
育
フ

ォ
ー
ラ
ム
開

催
 

全
ブ
ロ
ッ
ク

対
象
 

 
 

※
進
捗
 
○
：
順
調
、
×
：
遅
延
、
△
：
そ
の
他
（
 
）

 

２
月
実
績

 
〇
 
小
学
校
体
験

 
 
 
墨
田
中
ブ
ロ
ッ
ク

(7
日

) 
本
所
中
ブ
ロ
ッ
ク

(1
4
日

) 
〇
 
幼
保
小
中
一
貫
教
育
協
議
会

 
 
 
吾
二
中
ブ
ロ
ッ
ク

(1
0
日

) 
〇
 
中
学
校
入
学
プ
レ
ブ
ッ
ク
の
配
布

 
 進
捗
：
〇
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   資 料 ２ 
 

新型コロナウイルス感染症対策のための施設休館・事業休止等について 

 

 

１ 理由 

  新型コロナウイルス感染症対策について、国や東京都の方針や、区の「新型

コロナウイルス感染症に関する危機管理対策本部会議」での決定事項等を踏

まえ、以下の施設等について、臨時休業等の対応を行う必要がある。 

  本件については、緊急に処理しなければならない事由で、かつ教育委員会を

招集するいとまがなかったことから、「墨田区教育委員会権限に属する事務の

委任等に関する規則」第３条の規定に基づき、令和２年２月２８日付け及び同

年３月１３日付けで、教育長の臨時代理により決定した。 

 

２ 休館等を行う施設等及び休館期間等 

（１）区立小中学校・幼稚園の臨時休業 

臨時休業期間：令和 2年 3 月 2 日午後から令和 2年 3 月 25 日まで 

※ 卒業式・後期修了式は、各校・各園で予定された日時で実施する。 

（２）学校施設貸出の休止（校庭、体育館、柔剣道場、教室など） 

休止期間：令和 2年 2 月 29 日から令和 2年 3 月 31 日まで 

（３）すみだ郷土文化資料館の休館 

休館期間：令和 2年 2 月 29 日から令和 2年 3 月 31 日まで 

※ 3/13 付けで、3月 17 日から 3月 31 日まで延長 

（４）立花大正民家園旧小山家住宅の休園 

休館期間：令和 2年 2 月 29 日から令和 2年 3 月 31 日まで 

※ 3/13 付けで、3月 17 日から 3月 31 日まで延長 

（５）すみだわんぱく砦の利用休止 

休止期間：令和 2年 3 月 2 日から令和 2年 3 月 25 日まで 

（６）放課後子ども教室の休止 

休止期間：令和 2年 3 月 2 日から令和 2年 3 月 25 日まで 

（７）区立図書館の一部サービス休止 

休止期間：令和 2年 3 月 2 日から令和 2年 3 月 31 日まで 

※ 閲覧席・書架への立入り及び複写サービスを休止する。 
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教育委員会だよりの発行について 
 
１ 趣旨 
 令和２年度入学（園）式において新入生保護者及び来賓向けに「教育委員会だより」

を配布する必要があるため 
 
２ 発行資料 
（１）小・中学校配布用  
   別紙１のとおり 
（２）小・中学校配布用（振り仮名あり） 
   別紙２のとおり 
（３）幼稚園配布用 
   別紙３のとおり 
（４）幼稚園配布用（振り仮名あり） 
   別紙４のとおり 
 
３ 配布日 
（１） 小学校 令和２年４月６日（月） 
（２） 中学校 令和２年４月７日（火） 
（３） 幼稚園 令和２年４月１０日（金） 
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◆ 教育委員会とは 

教育委員会は、教育長と４名の委員で構成されています。委員会では月２回、定例会議を開い

て、学校教育や社会教育などの教育施策全般について話し合い、重要な方針を決定するなどして

います。 

各委員は、学校行事や文化的な行事などに積極的に参加し、ＰＴＡや地域の方々の声を広くう

かがうように努めています。また、区の教育に関する課題を議論する中で、その解決のための活

動もしています。 

会議はどなたでも傍聴できます。お気軽にお越しください。 

問合せ：庶務課庶務・教職員担当まで（区役所11階） ℡5608－6301 

 

◆ お子さまに基本的な生活習慣を 

   入学にあたり、お子さまの健やかな成長を支える基本的な生活習慣について、下欄を参考に

なさってください。 

 

 

 

 

 

「認めて・ほめて・励まして」自信とやる気を育てましょう。 

ご入学おめでとうございます 

～ 保護者の皆様へ ～ 

墨田区教育委員会（令和２年４月発行） 

このたびは、お子さまのご入学まこ

とにおめでとうございます。 

教育委員会では、お子さまの健やか

な成長と、夢と希望の実現に向け、

知・徳・体のバランスのとれた教育を

行うための取組を進めています。お子

さまの健やかな成長は、ご家庭の皆様

のご指導と慈しみによるものですが、

家庭・学校・地域が連携して見守り、

支援していくことも大切です。 

お子さまが充実した学校生活を送

れるよう、学校・地域の皆さんと協力

し努めてまいりますので、ご理解・ご

協力をいただきますようお願いいた

します。 

後列  白石委員   淺松委員 
前列 阿部委員 加藤教育長 坂根委員 

☆ あいさつ 

☆ 家庭学習 

☆ 携帯電話、スマートフォン、パソコン等の利用のルール 

（使用時間、フィルタリングサービス、ＳＮＳ等の利用など） 
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各種手続きのご案内 

◆ 就学援助の申請 

小・中学校へ通学するお子さまがいるご家庭で、経済的な理由により、学校でかか

る費用の支払いが困難な場合、審査のうえ、その一部を墨田区が援助いたします。 

利用にあたっては、所得制限があります。学校を通じて「就学援助費受給申請書」

をお配りいたしますので、内容を確認のうえ申請してください。 

詳しくは、下記担当までお問い合わせください。 

問合せ：学務課事務担当まで（区役所11階）℡5608－6303 

 

◆ 『学校情報連絡メール』の登録 

   いろいろな情報を、学校や教育委員会から保護者の皆様にメールでお伝えするシス

テムです。 

お子さま一人につき、２つまでアドレスを登録することができます。学校からの連

絡や安全・安心に関する情報を把握するためのツールの１つとしてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

   詳しくは、学校又は下記担当までお問い合わせください。 

   問合せ：庶務課教育情報担当まで（区役所11階） ℡5608－1294 

 

相談窓口のご案内 ～ お気軽にご相談ください ～ 

お問い合せは、平日の午前9時から午後４時30分までの時間帯にお願いします。 

窓  口 主な対応内容 問合せ先 

すみだスクール 
サポートセンター 

いじめ、不登校、ひきこもり、問題行動、

その他子育ての悩みに関する相談に対応 
（いじめ電話相談は２４時間、年中無休） 

3613-0127 

「サポート」学級 
不登校の児童・生徒の居場所づくりによる

立ち直りへの支援（小学３年生～中学３年

生対象） 
5247-2781 

「ステップ」学級 
不登校の児童・生徒を対象とした学校復帰

への支援を行うための通級制の教室（小学

４年生～中学３年生対象） 
5608-6919 

教育相談室 幼児・児童・生徒の教育上の問題に広く対

応。必要に応じて、他機関と連携※要予約 
5247-2012 

 

【例えば、こんなメールが届きます】 

 ・運動会や移動教室等の学校行事のお知らせ 

 ・台風時における登下校の情報 

 ・インフルエンザ流行による学級閉鎖等の情報 

 ・不審者、交通安全等の情報 

※ 学校によりメール発信の頻度に差があります。あらかじめご了承ください。 
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後列
こうれつ

   白石
しらいし

委員
い い ん

  淺
あさ

松
まつ

委員
い い ん

 
前列
ぜんれつ

 阿部
あ べ

委員
い い ん

 加藤
か と う

教育
きょういく

長
ちょう

 坂根
さ か ね

委員
い い ん

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

とは  

教育委員会
きょういくいいんかい

は、教 育 長
きょういくちょう

と４名
めい

の委
い

員
いん

で構
こう

成
せい

されています。委
い

員
いん

会
かい

では月
つき

２回
かい

、定
てい

例
れい

会議
か い ぎ

を

開き
ひ ら  

、学校教育
がっこうきょういく

や社会教育
しゃかいきょういく

などの教
きょう

育
いく

施
し

策
さく

全
ぜん

般
ぱん

について話し合い
は な  あ  

、重要
じゅうよう

な方
ほう

針
しん

を決
けっ

定
てい

する

などしています。 

各
かく

委
い

員
いん

は、学校行事
がっこうぎょうじ

や文
ぶん

化
か

的
てき

な行事
ぎょうじ

などに積極的
せっきょくてき

に参
さん

加
か

し、PTAや地
ち

域
いき

の方々
かたがた

の声
こえ

を広
ひろ

く

うかがうように努
つと

めています。また、区
く

の教育
きょういく

に関
かん

する課題
か だ い

を議論
ぎ ろ ん

する中
なか

で、その解
かい

決
けつ

のた

めの活
かつ

動
どう

もしています。 

会
かい

議
ぎ

はどなたでも傍聴
ぼうちょう

できます。お気
き

軽
がる

にお越
こ

しください。 

問合
といあわ

せ：庶
しょ

務
む

課
か

庶
しょ

務
む

・教職員
きょうしょくいん

担当
たんとう

まで（区
く

役所
やくしょ

11階
かい

） ℡5608－6301 

◆ お子
こ

さまに基
き

本
ほん

的
てき

な生活習慣
せいかつしゅうかん

を  

   入 学
にゅうがく

にあたり、お子
こ

さまの健
すこ

やかな成長
せいちょう

を支
ささ

える基
き

本
ほん

的
てき

な生活習慣
せいかつしゅうかん

について、下欄
か ら ん

を参考
さんこう

になさってください。 

 

 

 

 

 

「認
みと

めて・ほめて・励
はげ

まして」自信
じ し ん

とやる気
き

を育
そだ

てましょう。 

ご入学
にゅうがく

おめでとうございます 

～ 保護者
ほ ご し ゃ

の皆様
みなさま

へ ～ 

墨田区
す み だ く

教育
きょういく

委員会
いいんかい

（令和
れ い わ

２年
ねん

４月
がつ

発行
はっこう

） 

このたびは、お子
こ

さまのご入学
にゅうがく

まこ

とにおめでとうございます。 

教育委員会
きょ ういくいいん かい

では、お子
こ

さまの健
す こ

やか

な成
せ い

長
ちょう

と、夢
ゆ め

と希
き

望
ぼ う

の実
じ つ

現
げ ん

に向
む

け、知
ち

・

徳
とく

・体
たい

のバランスのとれた教育
きょういく

を行
おこな

うための取
と り

組
く み

を進めて
す す   

います。お子
こ

さ

まの健
す こ

やかな成
せ い

長
ちょう

は、ご家
か

庭
て い

の皆様
みな さま

の

ご指
し

導
ど う

と慈
いつく

しみによるものですが、家
か

庭
て い

・学
が っ

校
こ う

・地
ち

域
い き

が連
れ ん

携
け い

して見
み

守
ま も

り、支援
し え ん

していくことも大
た い

切
せ つ

です。 

お子
こ

さまが充実
じゅうじつ

した学校生活
がっ こうせいか つ

を送
お く

れ

るよう、学校
がっ こう

・地
ち

域
い き

の皆
み な

さんと協力
きょうりょく

し

努
つ と

めてまいりますので、ご理
り

解
か い

・ご

協力
きょうりょく

をいただきますようお願
ね が

いいた

します。 

☆ あいさつ 

☆ 家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう

 

☆ 携帯電話
けいたいでんわ

、スマートフォン、パソコン等
とう

の利
り

用
よう

のルール 

（使
し

用
よう

時
じ

間
かん

、フィルタリングサービス、ＳＮＳ等
とう

の利
り

用
よう

など） 
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各種
かくしゅ

手続
て つ づ

きのご案内
あんない

 

◆ 就学
しゅうがく

援助
えんじょ

の申請
しんせい

  

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

へ通
つう

学
がく

するお子
こ

さまがいるご家
か

庭
てい

で、経
けい

済
ざい

的
てき

な理
り

由
ゆう

により、学校
がっこう

でか

かる費
ひ

用
よう

の支
し

払
はら

いが困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

、審
しん

査
さ

のうえ、その一
いち

部
ぶ

を墨
すみ

田
だ

区
く

が援
えん

助
じょ

いたします。 

利
り

用
よう

にあたっては、所
しょ

得
とく

制
せい

限
げん

があります。学
がっ

校
こう

を通
つう

じて「就学
しゅうがく

援
えん

助
じょ

費
ひ

受
じゅ

給
きゅう

申
しん

請
せい

書
しょ

」

をお配
くば

りいたしますので、内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

のうえ申
しん

請
せい

してください。 

詳しく
くわ    

は下記
か き

担当
たんとう

までお問い合わせ
 と  あ   

ください。 

問合
といあわ

せ：学
がく

務
む

課
か

事
じ

務
む

担
たん

当
とう

まで（区
く

役
やく

所
しょ

11階
かい

）℡5608－6303 

◆ 『学
がっ

校
こう

情報
じょうほう

連
れん

絡
らく

メール』の登
とう

録
ろく

 

   いろいろな情
じょう

報
ほう

を、学
がっ

校
こう

や教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

から保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

にメールでお伝
つた

えするシ

ステムです。 

お子
こ

さま一人
ひ と り

につき、２つまでアドレスを登録
とうろく

することができます。学
がっ

校
こう

からの連
れん

絡
らく

や安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を把
は

握
あく

するためのツールの１つとしてご利用
り よ う

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  詳しく
くわ    

は、学校
がっこう

又
また

は下記
か き

担当
たんとう

までお問い合わせ
 と  あ   

ください。 

   問合
といあわ

せ：庶
しょ

務
む

課
か

教
きょう

育
いく

情
じょう

報
ほう

担
たん

当
とう

まで（区
く

役
やく

所
しょ

11階
かい

） ℡5608－1294 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

のご案内
あんない

 ～ お気
き

軽
がる

にご相談
そうだん

ください ～  

 お問
と

い合
あ

わせは、平日
へいじつ

の午
ご

前
ぜん

9時
じ

から午後
ご ご

４時
じ

30分
ぶん

までの時
じ

間
かん

帯
たい

にお願
ねが

いします。 

窓
まど

  口
くち

 主
おも

な対応
たいおう

内容
ないよう

 問合
といあわ

せ先
さき

 

すみだスクール 
サポートセンター 

いじめ、不登校
ふとうこう

、ひきこもり、問題
もんだい

行動
こうどう

、

その他
た

子
こ

育
そだ

ての悩
なや

みに関
かん

する相
そう

談
だん

に対
たい

応
おう

 
（いじめ電話

で ん わ

相談
そうだん

は２４時間
じ か ん

、年中
ねんじゅう

無休
むきゅう

） 
3613-0127 

「サポート」学級
がっきゅう

 
不
ふ

登
とう

校
こう

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の居
い

場
ば

所
しょ

づくりによる

立
た

ち直
なお

りへの支援
し え ん

 
（小学

しょうがく

３年生
ねんせい

～中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

対象
たいしょう

） 
5247-2781 

「ステップ」学級
がっきゅう

 
不
ふ

登
とう

校
こう

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

を対
たい

象
しょう

とした学校
がっこう

復帰
ふ っ き

への支
し

援
えん

を 行
おこな

うための通級制
つうきゅうせい

の 教
きょう

室
しつ

（小学
しょうがく

４年生
ねんせい

～中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

対象
たいしょう

） 
5608-6919 

教育
きょういく

相談室
そうだんしつ

 
幼児
よ う じ

・児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の教 育 上
きょういくじょう

の問題
もんだい

に広く
ひろ  

対応
たいおう

。必要
ひつよう

に応
おう

じて、他
た

機
き

関
かん

と連携
れんけい

※要
よう

予
よ

約
やく

 
5247-2012 

【例
たと

えば、こんなメールが届
とど

きます】 

 ・運
うん

動
どう

会
かい

や移動教室
いどうきょうしつ

等
とう

の学校行事
がっこうぎょうじ

のお知
し

らせ 

 ・台
たい

風
ふう

時
じ

における登
とう

下
げ

校
こう

の情報
じょうほう

 

 ・インフルエンザ流行
りゅうこう

による学
がっ

級
きゅう

閉
へい

鎖
さ

等
とう

の情報
じょうほう

 

 ・不
ふ

審
しん

者
しゃ

、交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

等
とう

の情
じょう

報
ほう

 

※ 学
がっ

校
こう

によりメール発
はっ

信
しん

の頻
ひん

度
ど

に差
さ

があります。あらかじめご了 承
りょうしょう

ください。 
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◆ 教育委員会とは 

教育委員会は、教育長と４名の委員で構成されています。委員会では月２回、定例会議を開い

て、学校教育や社会教育などの教育施策全般について話し合い、重要な方針を決定するなどして

います。 

各委員は、学校行事や文化的な行事などに積極的に参加し、ＰＴＡや地域の方々の声を広くう

かがうように努めています。また、区の教育に関する課題を議論する中で、その解決のための活

動もしています。 

会議はどなたでも傍聴できます。お気軽にお越しください。 

  問合せ：庶務課庶務・教職員担当まで（区役所11階） ℡5608－6301 

 

◆ お子さまに基本的な生活習慣を 

入園にあたり、お子さまの健やかな成長を支える基本的な生活習慣について、下欄を参考にな

さってください。 

 

 

 

 

「認めて・ほめて・励まして」自信とやる気を育てましょう。 

ご入園おめでとうございます 

～ 保護者の皆様へ ～ 

墨田区教育委員会（令和２年４月発行） 

このたびは、お子さまのご入園まこ

とにおめでとうございます。 

教育委員会では、お子さまの健やか

な成長と、夢と希望の実現に向け、

知・徳・体のバランスのとれた教育を

行うための取組を進めています。お子

さまの健やかな成長は、ご家庭の皆様

のご指導と慈しみによるものですが、

家庭・幼稚園・地域が連携して見守り、

支援していくことも大切です。 

お子さまが充実した幼稚園生活を

送れるよう、幼稚園・地域の皆さんと

協力し努めてまいりますので、ご理

解・ご協力をいただきますようお願い

いたします。 

後列   白石委員  淺松委員 
前列 阿部委員 加藤教育長 坂根委員 

☆ 早寝・早起き・朝ごはん 

☆ あいさつ 

☆ 家庭学習 
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各種手続きのご案内 

◆ 令和元年10月 1日から、保育料は無償化されました 

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、幼児教育・保育の無償化を開始しました。 

保育料は無償（0円）となり、入園料（1,500円）を廃止しました。改めて行って

いただく手続はありません。 

ただし、実費として集金している費用（教材費、遠足代、絵本代、保護者の会費な

ど）は、無償化の対象外ですので、引き続き、幼稚園にお納めいただきます。 

詳しくは、下記担当までお問い合わせください。 

問合せ：学務課事務担当まで（区役所11階）℡5608－6303 

 

 

◆ 『学校（園）情報連絡メール』の登録 

   いろいろな情報を、幼稚園や教育委員会から保護者の皆様にメールでお伝えするシ

ステムです。 

お子さま一人につき、２つまでアドレスを登録することができます。幼稚園からの

連絡や安全・安心に関する情報を把握するためのツールの１つとしてご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

   詳しくは、幼稚園又は下記担当までお問い合わせください。 

   問合せ：庶務課教育情報担当まで（区役所11階） ℡5608－1294 

 

相談窓口のご案内 ～ お気軽にご相談ください ～ 

 お問い合せは、平日の午前9時から午後４時30分までの時間帯にお願いします。 

 

 

窓  口 主な対応内容 問合せ先 

すみだスクール 
サポートセンター 

いじめ、不登校、ひきこもり、問題行動、

その他子育ての悩みに関する相談に対応 
（いじめ電話相談は２４時間、年中無休） 

3613-0127 

教育相談室 
幼児・児童・生徒の教育上の問題に広く対

応。必要に応じて、他機関と連携※要予約 
5247-2012 

【例えば、こんなメールが届きます】 

 ・幼稚園行事の実施、中止等のお知らせ 

 ・お弁当、雨傘等の持ち物のお知らせ 

 ・インフルエンザ流行による学級閉鎖等の情報 

 ・不審者、交通安全等の情報 

※ 幼稚園によりメール発信の頻度に差があります。あらかじめご了承ください。 
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◆ 教育
きょういく

委員会
い い ん か い

とは  

教育委員会
きょういくいいんかい

は、教 育 長
きょういくちょう

と４名
めい

の委
い

員
いん

で構
こう

成
せい

されています。委
い

員
いん

会
かい

では月
つき

２回
かい

、定
てい

例
れい

会議
か い ぎ

を

開き
ひ ら  

、学校教育
がっこうきょういく

や社会教育
しゃかいきょういく

などの教
きょう

育
いく

施
し

策
さく

全
ぜん

般
ぱん

について話し合い
は な  あ  

、重要
じゅうよう

な方
ほう

針
しん

を決
けっ

定
てい

する

などしています。 

各
かく

委
い

員
いん

は、学校行事
がっこうぎょうじ

や文
ぶん

化
か

的
てき

な行事
ぎょうじ

などに積極的
せっきょくてき

に参
さん

加
か

し、PTAや地
ち

域
いき

の方々
かたがた

の声
こえ

を広
ひろ

く

うかがうように努
つと

めています。また、区
く

の教育
きょういく

に関
かん

する課題
か だ い

を議論
ぎ ろ ん

する中
なか

でその解
かい

決
けつ

のため

の活
かつ

動
どう

もしています。 

会
かい

議
ぎ

はどなたでも傍聴
ぼうちょう

できます。お気
き

軽
がる

にお越
こ

しください。 

問合
といあわ

せ：庶
しょ

務
む

課
か

庶
しょ

務
む

・教職員
きょうしょくいん

担当
たんとう

まで（区
く

役所
やくしょ

11階
かい

） ℡5608－6301 

◆ お子
こ

さまに基
き

本
ほん

的
てき

な生活習慣
せいかつしゅうかん

を 

   入 園
にゅうえん

にあたり、お子
こ

さまの健
すこ

やかな成長
せいちょう

を支
ささ

える基
き

本
ほん

的
てき

な生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

について、下欄
か ら ん

を参考
さんこう

になさってください。 

 

 

 

 

「認
みと

めて・ほめて・励
はげ

まして」自信
じ し ん

とやる気
き

を育
そだ

てましょう。 

ご入園
にゅうえん

おめでとうございます 

～ 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

へ  ～ 

墨田区
す み だ く

教育
きょういく

委員会
いいんかい

（令和
れ い わ

２年
  ねん

４月
がつ

発
はっ

行
こう

） 

このたびは、お子
こ

さまのご入園
にゅうえん

ま

ことにおめでとうございます。 

教育委員会
きょ ういくいいん かい

では、お子
こ

さまの健
す こ

や

かな成
せ い

長
ちょう

と、夢
ゆ め

と希
き

望
ぼ う

の実
じ つ

現
げ ん

に向
む

け、知
ち

・徳
とく

・体
たい

のバランスのとれた

教育
きょういく

を行う
おこな  

ための取
と り

組
く み

を進めて
す す   

い

ます。お子
こ

さまの健
す こ

やかな成
せ い

長
ちょう

は、

ご家
か

庭
て い

の皆様
みな さま

のご指
し

導
ど う

と慈
いつく

しみに

よるものですが、家
か

庭
て い

・幼稚園
ようちえん

・地
ち

域
い き

が連
れ ん

携
け い

して見
み

守
ま も

り、支援
し え ん

していくこ

とも大
た い

切
せ つ

です。 

お子
こ

さまが充実
じゅうじつ

した幼
よう

稚
ち

園
えん

生
せい

活
かつ

を

送
おく

れるよう、幼稚園
ようちえん

・地
ち

域
い き

の皆
み な

さん

と協力
きょうりょく

し努
つ と

めてまいりますので、ご

理
り

解
か い

・ご協力
きょうりょく

をいただきますようお

願
ね が

いいたします。 

後列
こうれつ

   白石
しらいし

委員
い い ん

  淺
あさ

松
まつ

委員
い い ん

 
前列
ぜんれつ

 阿部
あ べ

委員
い い ん

 加藤
か と う

教育
きょういく

長
ちょう

 坂根
さ か ね

委員
い い ん

 

☆ 早寝
は や ね

・早
はや

起
お

き・朝
あさ

ごはん 

☆ あいさつ 

☆ 家
か

庭
てい

学
がく

習
しゅう
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各種
かくしゅ

手続
て つ づ

きのご案内
あんない

 

◆ 令和
れ い わ

元年
がんねん

10
じゅう

月
がつ

1
つい

日
たち

から、保育料
ほいくりょう

は無償化
むしょうか

されました 

子育て
こ そ だ  

世帯
せ た い

の経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

するため、幼児
よ う じ

教育
きょういく

・保育
ほ い く

の無償化
む し ょ う か

を開始
か い し

しました。 

保育料
ほいくりょう

は無償
むしょう

（0円
えん

）となり、入 園 料
にゅうえんりょう

（1,500円
えん

）を廃止
は い し

しました。改めて
あらた   

行って
おこな   

いただく手続
てつづき

はありません。 

ただし、実費
じ っ ぴ

として集金
しゅうきん

している費用
ひ よ う

（教材費
きょうざいひ

、遠足代
えんそくだい

、絵本代
えほんだい

、保護者
ほ ご し ゃ

の会費
か い ひ

な

ど）は、無償化
むしょうか

の対象外
たいしょうがい

ですので、引き続き
ひ  つ づ  

、幼稚園
ようちえん

にお納め
 お さ  

いただきます。 

詳しく
く わ   

は、下記
か き

担当
たんとう

までお問い合わせ
 と  あ   

ください。 

問合せ
といあわ  

：学務課
が く む か

事務
じ む

担当
たんとう

まで（区
く

役所
やくしょ

11階
かい

）℡5608－6303 

 

◆ 『学校
がっこう

（園
えん

）情報
じょうほう

連絡
れんらく

メール』の登録
とうろく

 

   いろいろな情
じょう

報
ほう

を、幼稚園
ようちえん

や教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

から保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

にメールでお伝
つた

えする

システムです。 

お子
こ

さま一人
ひ と り

につき、２つまでアドレスを登録
とうろく

することができます。幼稚園
ようちえん

からの連
れん

絡
らく

や安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を把
は

握
あく

するためのツールの１つとしてご利用
り よ う

ください。 

 

 

 

 

 
 
 
 

   

   詳しく
くわ    

は、幼稚園
ようちえん

又
また

は下記
か き

担当
たんとう

までお問い合わせ
 と  あ   

ください。  

問合
といあわ

せ：庶
しょ

務
む

課
か

教
きょう

育
いく

情
じょう

報
ほう

担
たん

当
とう

まで（区
く

役
やく

所
しょ

11階
かい

） ℡5608－1294 

 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

のご案内
あんない

 ～ お気
き

軽
がる

にご相談
そうだん

ください ～  

 お問
と

い合
あ

わせは、平日
へいじつ

の午
ご

前
ぜん

9時
じ

から午後
ご ご

４時
じ

30分
ぶん

までの時
じ

間
かん

帯
たい

にお願
ねが

いします。 

 

 

窓
まど

  口
くち

 主
おも

な対応
たいおう

内容
ないよう

 問合
といあわ

せ先
さき

 

すみだスクール 
サポートセンター 

いじめ、不登校
ふとうこう

、ひきこもり、問題
もんだい

行動
こうどう

、

その他
た

子
こ

育
そだ

ての悩
なや

みに関
かん

する相
そう

談
だん

に対
たい

応
おう

 
（いじめ電話

で ん わ

相談
そうだん

は２４時間
じ か ん

、年中
ねんじゅう

無休
むきゅう

） 
3613-0127 

教育
きょういく

相談室
そうだんしつ

 
幼児
よ う じ

・児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の教 育 上
きょういくじょう

の問題
もんだい

に広く
ひろ  

対応
たいおう

。必要
ひつよう

に応
おう

じて、他
た

機
き

関
かん

と連携
れんけい

※要
よう

予
よ

約
やく

 
5247-2012 

【例
たと

えば、こんなメールが届
とど

きます】 

 ・幼
よう

稚
ち

園
えん

行事
ぎょうじ

の実
じっ

施
し

、中止
ちゅうし

等
とう

のお知
し

らせ 

 ・お弁当
べんとう

、雨傘
あまがさ

等
とう

の持
も

ち物
もの

のお知
し

らせ 

 ・インフルエンザ流行
りゅうこう

による学級
がっきゅう

閉
へい

鎖
さ

等
とう

の情報
じょうほう

 

 ・不
ふ

審
しん

者
しゃ

、交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

等
とう

の情
じょう

報
ほう

 

※ 幼
よう

稚
ち

園
えん

によりメール発信
はっしん

の頻
ひん

度
ど

に差
さ

があります。あらかじめご了 承
りょうしょう

ください。 
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寄付者への感謝状の贈呈について 
 
１ 趣旨 
  小学校児童に対し、一般社団法人東京都トラック協会墨田支部から交通安

全啓発活動の一環として、ワンタッチ学童傘（置き傘用）の寄付があったた

め、墨田区教育委員会感謝状交付基準要綱第２条第１号の規定により、寄付

者に対して感謝状を贈呈し、感謝の意を表する。 
 
２ 交付対象者 
  一般社団法人東京都トラック協会墨田支部 
 支部長 香川 省司 氏 

 
３ 寄付物件 
  交通安全啓発ワンタッチ学童傘 ７００本（単価４００円） 
 ２８０，０００円 
  ＜参考＞ 黄色（５０cm） ７面ポリエステル＋１面ビニール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 交付主体 
  墨田区教育委員会教育長 
 
５ 交付予定日 
  令和２年３月２３日（月） 
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学校医の退任等に伴う感謝状の贈呈について 

 

１ 主旨 

令和２年２月２０日に御逝去された学校医及び令和２年３月３１日付けで退任

する学校医等に対し、墨田区教育委員会感謝状交付基準要綱に基づき感謝状を贈呈

する。 

 

２ 対象者 

 

退任者 

 

職名 学校名 
年齢

(歳) 

勤続 

年数

(年) 

退任年月日 

川口
かわぐち

 藝
のり

洋
ひろ

 
学校医 

（眼科） 

両国小学校 

菊川小学校 
６２ ９ 令和２年２月２０日 

吉岡
よしおか

 義之
よしゆき

 
学校医 

（内科） 
東吾嬬小学校 

８３ 
４１ 令和２年３月３１日 

沖山
おきやま

 博一
ひろかず

 学校歯科医 第二寺島小学校 ５９ １２ 令和２年３月３１日 

 

３ 交付主体 

墨田区教育委員会 

 

４ 交付年月日 

退任年月日 

なお、川口氏については、逝去に伴い既に贈呈済みである。 

 

５ 根拠規定 

（１）墨田区教育委員会感謝状交付基準要綱 

第２条（２）「教育事業に尽力すること３年以上にわたるとき」 

（２）感謝状交付基準要綱細目基準 

細目基準４号「学校医等が退任又は死亡したとき」 
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中学校副校長の退職に伴う感謝状の贈呈について 

 

１ 趣旨 

  令和２年３月３１日付で退職する小・中学校副校長に対して、墨田区教育

委員会感謝状交付基準要綱第２条に基づき感謝状を贈呈する。 

 

２ 被贈呈者 

学 校 名 氏 名 勤続年数 
区年数 

（勤続年数中） 

園長・副校長暦 

（勤続年数中） 

本所中学校 片庭 正裕 ３８年 ８年３月 ８年３月 

竪川中学校 土田 治 ３６年 ２３年 ９年 

 

３ 交付主体 

  墨田区教育委員会教育長 

 

４ 交付年月日 

  令和２年３月３１日（火） 
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墨田区青少年委員退任に対する感謝状の贈呈について 
 
 
１ 趣旨 
墨田区教育委員会感謝状交付基準要綱第２条第２号に基づき、2期 4年満了以上で退

任される青少年委員に感謝状を贈呈する。 
 
２ 交付対象者一覧 

No. 被贈呈者 よみがな 選出区 期 

1 松島 洋介 まつしま ようすけ 中和小学校 ２ 

2 米田 佳代子 よねだ かよこ 小梅小学校 ６ 

3 中林 秀夫 なかばやし ひでお 横川小学校 ３ 

4 山浦 進二 やまうら しんじ 第三吾嬬小学校 ４ 

5 宇都宮 義広 うつのみや よしひろ 第二寺島小学校 ３ 

6 菅野 浩幸 すがの ひろゆき 中川小学校 ２ 

7 早川 和宏 はやかわ かずひろ 東吾嬬小学校 ３ 

8 石井 伸一 いしい しんいち 押上小学校 ３ 

  計 8 名 

 
３ 交付主体 
  墨田区教育委員会教育長 
 
４ 交付年月日 
  令和２年３月２６日（木） 

資料8-1

akui-ryou
フリーテキスト
資　料　８

akui-ryou
四角




資 料 11 

 
 

学校医等に対する永年勤続功労感謝状の贈呈について 

 

１ 主旨 

墨田区教育委員会感謝状交付基準要綱細目基準学務課第１号、第２号及び第３号に基

づき、本区勤続 30 年、25 年及び 15 年の学校医・学校歯科医・学校薬剤師に対し、感謝

状を贈呈した。 

 

２ 対象者                                 

永年勤続功労感謝状受賞者［３０年］ 

職  種 氏  名 委 嘱 校 交付主体 

 学校医（耳鼻咽喉科） 齋藤
さいとう

 成明
しげあき

 

言問小学校、小梅小学校、横川

小学校、第四吾嬬小学校、両国

中学校 

墨田区長 

 

永年勤続功労感謝状受賞者［２５年］ 

職  種 氏  名 委 嘱 校 交付主体 

 学校医（内科） 吉村
よしむら

 宏
ひろし

 
第三寺島小学校、第三寺島幼稚
園 

 

墨田区教育 

委員会教育長 

  学校医（耳鼻咽喉科） 大西
おおにし

 正樹
ま さ き

 
中川小学校、東吾嬬小学校、八
広小学校、立花吾嬬の森小学校、
八広幼稚園、立花幼稚園 

 

永年勤続功労感謝状受賞者［１５年］ 

職  種 氏  名 委 嘱 校 交付主体 

 学校医（内科）  増田
ま す だ

 理
り

枝子
え こ

 外手小学校 

 墨田区教育

委員会教育長 

 学校医（内科）  唐澤
からさわ

 賢
けん

祐
すけ

 
中和小学校、両国小学校、緑幼

稚園 

 学校医（内科）  山室
やまむろ

 学
まなぶ

 小梅小学校、横川小学校 

学校医（内科）  小山
こ や ま

 純生
す み お

 立花吾嬬の森小学校 

 学校歯科医  丸山
まるやま

 満博
みつひろ

 菊川小学校 

 学校薬剤師 髙
たか

久
ひさ

 美保
み ほ

 外手小学校 

 学校薬剤師  澤井
さ わ い

 真
まさ

幸
ゆき

 中和小学校 

 

２ 交付年月日 

   令和 2 年１月 30 日（木） 
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